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ア
ト
ル
ブ
発
刊
に
寄
せ
て

多
摩
都
市
構
想
研
究
会

会
長

櫻
井

巌

当
会
は
多
摩
地
域
の
持
続
的
発
展
を
目
標
に
創

設
し
８
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
こ
の
地
域
の
先
端
産
業
、
交
通
問
題
や

農
地
、
山
林
な
ど
の
自
然
を
対
象
に
学
習
を
進
め
セ

ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
細
々
な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
成
果
の
発
信
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
こ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
と
と
も
に
、

広
く
多
摩
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
は
活

動
内
容
や
そ
の
成
果
の
発
信
の
充
実
が
求
め
ら
れ

会
報
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
僅
か
に
な
り
ま
し
た
が
よ
う
や
く
会

報
の
第
１
号
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
会

報
の
名
は
、
当
会
の
英
語
表
記
の
『
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ⅴ(

ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
マ
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ

ョ
ン
）
』
を
も
じ
り
『
ア
ト
ル
ブ
』
と
し
ま
し
た
。

意
味
は
多
摩
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

多
摩
地
域
に
は
、
１
９
７
０
年
代
以
降
、
２
３
区

や
全
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
住
む
多
く
の
人
々
が
こ
の
多
摩
地
域
に
関

心
を
高
め
、
多
摩
を
知
り
、
学
び
、
育
む
こ
と
を
切

に
祈
り
発
刊
の
辞
と
し
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
会
長

及
び
副
会
長
に
よ
る
執
行
会
議
を
２
０
２
４
年
１

２
月
２
日(

月)

午
後
２
時
か
ら
東
洋
シ
ス
テ
ム

（
株
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
は
、
渋
井
副
会
長
、

飯
田
副
会
長
、
菊
地
事
務
局
長(

櫻
井
会
長
欠
席
）

で
し
た
。

⑴

『
人
口
減
少
自
治
体
の
挑
戦-

過
疎
に
挑
む
』
を

テ
ー
マ
に
、
来
年
２
月
中
旬
に
奥
多
摩
町
、
檜
原
村
、

茅
野
市
の
各
自
治
体
を
中
心
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
日
程
の
折
合
い
が
つ
か
ず
、

次
年
度
に
改
め
て
開
催
に
向
け
た
調
整
を
し
ま
す
。

２
０
５
０
年
に
は
、
日
本
全
体
の
人
口
が
３
３
０
０

万
人
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
、
未
聞
の
少
子
高
齢
化

の
時
代
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
各
自
治
体
は
、
現
に
問

題
意
識
を
持
ち
果
敢
に
こ
の
課
題
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
意
義
は
大
変
大
き
い

も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
各
自
治
体
へ
の
取
材
メ
モ

は
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

２

視
察

来
年
１
〜
３
月
に
か
け
て
次
の
テ
ー
マ

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑴

宇
都
宮
市
等
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
ト
レ
イ
ン

⑵

奥
多
摩
町
の
移
住
者
増
、
多
摩
の
文
化
等

３

会
報
の
発
行

⑴

研
究
成
果

①
都
市
農
地
の
危
機

②
人
口
減
少
自
治
体
の
挑
戦

茅
野
市
、
奥
多
摩
町
、
檜
原
村

③
多
摩
モ
ノ
の
導
入
効
果

⑵

多
摩
随
想(

シ
リ
ー
ズ)

等

１

都
市
農
地
の
危
機

昨
年
度
末
に
元
東
京
都
農
林
水
産
部
担
当
部
長

の
武
田
直
克
氏
に
東
京
の
農
地
減
少
の
問
題
に
つ

い
て
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
度
に

生
産
緑
地
法
が
見
直
さ
れ
、
さ
ら
に
１
０
年
の
猶
予

を
得
た
も
の
の
、
農
地
の
減
少
の
勢
い
は
止
ま
り
ま

せ
ん
。
こ
の
問
題
は
人
口
が
密
集
し
地
価
の
高
い
東

京
に
特
有
の
問
題
と
も
い
え
ま
す
。
新
鮮
な
野
菜
、

果
物
等
の
生
産
機
能
だ
け
で
な
く
、
農
地
が
持
つ
都

市
防
災
や
景
観
、
食
育
等
の
重
要
な
機
能
を
維
持
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
㏋
掲
載
中)

２

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
導
入
効
果

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
２
０
０
０
年
の
上
北
台
・

多
摩
セ
ン
タ
ー
間
１
６
㎞
の
全
線
開
業
か
ら
２
５

年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
沿
線
の
開
発
が
進
み
、

周
辺
人
口
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
導
入
効

果
に
つ
い
て
当
会
の
加
藤
昌
宏
理
事
が
簡
潔
に
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
「
ゆ
り
か
も

め
」
や
「
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
」
な
ど
の
同
種
の
交
通

シ
ス
テ
ム
と
比
べ
て
、
一
日
平
均
乗
車
人
口
が
１
３

２
千
人
と
ト
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
で
す
。
一
時
、
空
気

を
運
ん
で
い
る
と
揶
揄
さ
れ
た
多
摩
モ
ノ
が
多
摩

地
域
の
南
北
を
駆
け
抜
け
、
人
々
の
往
来
や
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
㏋
掲
載
中)

今

年

度

の

活

動

最

近

の

成

果
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江
戸
幕
府
に
お
け
る
参
勤
交
代
は
、
１
６
３
５
年

第
三
代
徳
川
家
光
の
時
代
に
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
大
名
や
そ
の
家
臣
と
家
族
な
ど
、
江
戸
の

人
口
が
増
加
し
、
武
家
屋
敷
の
建
設
に
よ
り
商
人
や

職
人
も
江
戸
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

江
戸
幕
府
開
府
ま
も
な
い
頃
の
約
１
５
万
人
が
、

１
７
世
紀
後
半
に
は
武
家
、
町
人
を
合
わ
せ
て
１
０

０
万
人
を
超
え
る
大
都
市
に
成
長
し
、
さ
ら
に
、
１

２
０
万
人
に
ま
で
増
加
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
８
０
１
年
の
ロ
ン
ド
ン
の
人
口
約
８
０
万
人
、
パ

リ
の
人
口
約
５
０
万
人
と
比
べ
て
も
世
界
の
都
市

の
な
か
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
し
た
。
当
然
、
水
や
食

糧
の
不
足
が
深
刻
化
し
、
衛
生
問
題
や
火
災
の
リ
ス

ク
も
高
ま
り
ま
す
。

東
京
都
水
道
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
東

京
の
水
道
の
歴
史
は
、
遠
く
江
戸
時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
江
戸
時
代
の
水
道
は
上
水
と
も
呼
ば
れ
、
石
や

木
で
造
ら
れ
た
水
道
管
（
石
樋
・
木
樋
）
に
よ
っ
て

上
水
井
戸
に
導
か
れ
人
々
は
そ
こ
か
ら
水
を
く
み

あ
げ
て
飲
料
水
・
生
活
用
水
と
し
て
使
用
し
ま
し

た
。江

戸
上
水
の
起
源
は
、
１
５
９
０
年
、
徳
川
家
康

の
江
戸
入
府
時
に
開
設
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す

が
、
確
実
な
も
の
は
三
代
将
軍
家
光
の
代
ま
で
に
完

成
し
た
神
田
上
水
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
上
水
は
順
次
拡
張
さ
れ
、
１
６
５
４
年

に
は
玉
川
上
水
が
建
設
さ
れ
、
さ
ら
に
１
６
９
６
年

ま
で
に
、
本
所
（
亀
有
）
、
青
山
、
三
田
、
千
川
の

各
上
水
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
７
２
２
年
、
神
田
・
玉
川
両
上
水
以

外
の
４
上
水
は
廃
止
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
後
半
は
主

に
神
田
・
玉
川
の
２
上
水
が
江
戸
の
暮
ら
し
を
支
え

ま
し
た
。
」(

東
京
都
水
道
局
）

急
速
な
人
口
増
の
も
と
で
、
神
田
川
な
ど
の
小
規

模
な
河
川
か
ら
の
用
水
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
大
規

模
河
川
の
多
摩
川
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
こ
う
し
て
建
設
さ
れ
た
玉
川
上
水
は
、
江
戸

の
飲
料
水
や
灌
漑
用
水
を
供
給
し
、
都
市
の
発
展
に

寄
与
し
、
同
時
に
住
民
の
生
活
環
境
を
改
善
す
る
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。

玉
川
兄
弟
の
兄
庄
右
衛
門
、
弟
清
右
衛
門
は
、
１

６
５
３
年
か
ら
５
４
年
に
か
け
て
玉
川
上
水
の
開

削
の
指
揮
を
と
り
、
羽
村
取
水
堰
か
ら
四
ツ
谷
大
木

戸
ま
で
の
全
長
約
４
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
上
水
を

わ
ず
か
８
か
月
で
開
通
し
ま
し
た
。

工
事
は
二
度
失
敗
し
て
い
ま
す
。
日
野
を
取
水
口

と
し
た
と
き
に
は
浸
透
性
の
高
い
関
東
ロ
ー
ム
層

に
、
２
回
目
に
福
生
を
取
水
口
と
し
た
と
き
に
は
、

岩
盤
に
当
た
り
ま
し
た
。

３
度
目
１
６
５
３
年
、
羽
村
か
ら
取
水
す
る
工
事

に
よ
り
１
６
５
４
年
に
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
兄
弟
は
「
玉
川
」
の
姓
を
名
乗
る
事
が
許
さ
れ
、

上
水
の
管
理
も
１
７
３
９
年
に
職
を
剥
奪
さ
れ
る

ま
で
玉
川
家
の
世
襲
と
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
玉
川
上
水
か
ら
引
か
れ
た
用
水
は
、
野
火

止
用
水
や
砂
川
用
水
な
ど
と
し
て
主
に
農
業
用
水

や
日
常
生
活
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
、
水
利
の
悪
か
っ
た
土
地
も
ど
ん
ど
ん
開

墾
さ
れ
、
玉
川
上
水
を
取
り
囲
む
よ
う
に
各
地
に
新

田
が
で
き
た
の
で
す
。

玉
川
上
水
は
、
農
地
に
水
を
供
給
す
る
た
め
の
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能
し
、
江
戸
の
周
辺
地
域

の
開
発
、
農
業
生
産
の
向
上
を
も
た
ら
し
、
都
市
へ

の
食
料
供
給
も
安
定
し
ま
し
た
。
西
武
線
や
中
央
線

沿
線
の
今
が
あ
る
の
は
、
玉
川
上
水
の
お
か
げ
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

玉
川
上
水
は
、
明
治
の
初
期
に
一
時
運
輸
手
段
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
衛
生
上
の
理
由
で
す
ぐ

に
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
そ
の
後
、
上
水
路
の
汚
染
や
木
樋
の
腐
朽
、
消

防
用
水
の
確
保
な
ど
の
課
題
に
、
１
８
８
６
年
の
コ

レ
ラ
の
大
流
行
が
拍
車
を
か
け
東
京
の
近
代
水
道

が
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
水
道
は
、
玉
川
上
水
路
を

利
用
し
て
多
摩
川
の
水
を
淀
橋
浄
水
場
へ
導
き
沈

で
ん
、
ろ
過
の
う
え
、
鉄
管
に
よ
り
市
内
に
給
水
す

る
も
の
で
す
。
１
８
９
８
年
に
神
田
・
日
本
橋
方
面

に
通
水
し
、
順
次
拡
大
、
１
９
１
１
年
に
全
面
的
に

完
成
し
て
い
ま
す
。
」(

東
京
都
水
道
局
抜
粋
引
用)
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